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2019 年度私立大学図書館協会西地区部会京都地区協議会 

第 2 回研究会の開催について（ご案内） 

 

拝啓 時下ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。 

さて、この度、標記の研究会を下記の要領で開催いたします。 

 皆様方には校務ご多忙の時期とは存じますが、ぜひご参加くださいますようご案内申し上げます。 

敬具 

記 

 

1．日 時   2019 年 11 月 8 日（金）13：00～16：30（予定） 

 

2．会 場   高志の国文学館 101 研修室 

（富山市舟橋南町 2-22） 

※駐車場のご利用は、有料となります。 

         交通アクセスは http://www.koshibun.jp/guidance/access.html をご参考ください。 

 

3．内 容   別紙「第 2 回研究会 次第」をご参照ください。 

 

4．申込締切  2019 年 10 月 11 日（金） 

         添付の「参加申込書」に必要事項をご記入の上、下記受付担当校宛に 

FAX またはメールにてご返送ください。 

 ※会場の都合により、先着 70 名とさせていただきます。 

 

5．受付担当校 嵯峨美術大学・嵯峨美術短期大学 社会連携・研究支援グループ  

  （担当： 上原・古川） 

住 所 ： 〒616-8362 京都市右京区嵯峨五島町１番地 

ＴＥＬ ： 075-864-7898 

ＦＡＸ ： 075-881-7133 

Ｅ-mail： lib@kyoto-saga.ac.jp 

以上 



2019 年度 私立大学図書館協会西地区部会 

京都地区協議会 第 2回研究会 次第 

 

 

１．日 時  2019 年 11 月 8 日（金） 13：30 ～ 16：30 

 

２．場 所  高志の国文学館 101 研修室  

       〒930-0095 富山県富山市舟橋南町 2-22  

※駐車場のご利用は有料となります。 

 

３．テーマ  地域（歴史）資料の収集･保存と研究成果の地域社会への還元 

 

４．スケジュール 

13:00 ～ 13:30  受付 ※名刺をご持参ください。（名札として使用いたします。） 

13:30 ～ 13:35 開会 事務連絡等 

13:35 ～ 13:40 富山国際大学 佐藤 悦夫 図書館長 挨拶 

13:40 ～ 14:40  講演① 

タイトル「いま読み直したい『図書館と郷土資料』」 

講師 富山短期大学 経営情報学科 准教授 東野 善男 氏 

概要 「広瀬誠氏が 1990 年（1991 年再販）に出版した著書をこの機会に

あらためて読み直したいと思います。富山県人広瀬氏と「旅のひと」

である私の共通点は、県内唯一の司書課程を持つ富山短期大学の図

書館学講座を担当している点にあります。30 年の歳月を経たから

こそ、私なりに気づくポイントを解説できればと思います。」 

14:40 ～ 14:45 質疑応答 

 

14:45 ～ 15:00 休憩 

 

15:00 ～ 16:00 講演② 

         タイトル「無形資産《越中万葉》の活用 

—万葉のふるさとづくりの現状と課題—」 

講師 高岡万葉歴史館 学芸課長 新谷 秀夫 氏 

  概要 「『万葉集』は日本文学のなかでも特異な作品で、北海道や沖縄な

どを除くほぼ日本全国にゆかりの地が存在する。しかも、その多く

は実際に歌人たちがその地に立ち、歌を残した地である。 

そのなかで、『万葉集』の時代に越中と呼ばれていた富山県およ

び石川県能登地方は、ゆかりの地のなかでも特別視されており、愛

好家や研究者たちが頻繁に訪れる地である。 

今回は、この越中ゆかりの万葉歌《越中万葉》を無形資産と捉え、

とくに高岡市で実施されている「万葉のふるさとづくり」の現状を

詳解しながら、なぜゆかりの地のなかでも特別視されているのかを

明らかにしつつ、今後の課題について言及したい。」 

16:00 ～ 16:05 質疑応答 

 

16:05 ～ 16:30  高志の国文学館 館内案内 （館内入場料有） 

16:30           閉会、現地解散 

 

以上 
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